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33 名の統合失調症患者群及び 42 名の健常群を対象とした。精神医学的診断
および精神症状の重症度は、構造化面接および定量的評価尺度・質問紙を用い
て確定した。客観的 QOLについては、Heinrichs et al. (1984)による Quality of 
Life Scale(QLS)を用いて構造化面接により評価した。併せて、Wilkinson et al. 





















についての見解が一定せず長年の課題とされてきた(Awad et al., 2012)。 
VBMを用いた解析の結果、客観的 QOLを構成する「社会的役割遂行」能力
の低下の程度と、右前部島皮質の体積低下が明らかになった。この結果は先行
研究(Ubukata et al., 2013)の背外側前頭皮質と主観的 QOLとの関連およびそ
れを陽性症状が媒介していたという結果とは異なっており、これまでの、主観
















客観的 QOL の低下が脳構造の変化に基づくとの仮説のもと、Voxel-based 
morphometry (VBM)を用いた脳画像解析を行った。 
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